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地元住民によるスーパーマーケット立ち上げについて

－広島県福山市熊野町「熊野ふれあい広場クローバー」と

福山市山野町「キラリやまの」のケースー

小　林　正　和1

概要

平成18年に広島県福山市中野町地区にあるJ Aスーパーマーケット（以下スーパーマー

ケットをスーパーと称する）がなくなり、その後住民主体のスーパー「キラリやまの」が

開店した。さらに平成23年には福山市熊野町にあるJAスーパーもなくなり、住民主体

のスーパー「熊野ふれあい広場クローバー」が開店した。

JAスーパーがなくなるというきっかけから住民主体のスーパーができたが、相違点はあ

るかどうか、開店前準備、活動拠点、施設、利用状況、経営状況等についてそれぞれ調査

をしてみた。その結果、似たような経緯であったが、詳細に見ていくと若干違っているとこ

ろがあった。特に運営主体については「熊野ふれあい広場クローバー」は自治会連合会と

公民館が主体で今後も継続可能だが、「キラリやまの」は個人に頼っており、後継者がいな

くなれば将来は継続が難しくなるようにみえる。さらにどちらも地域住民の高齢化が今後ま

すます進むと、スーパーそのものの存在が危ういものになる可能性が高いと思われる。

今後同じような過疎地域でスーパー立ち上げが出てくると思われるが、今回の論文がそ

の地域で取り組む参考になればと考える。

キーワード：熊野ふれあい広場クローバー、キラリやまの、住民主体のスーパーマーケット

はじめに

広島県福山両熊野町にスーパーマーケット（以下スーパーマーケットをスーパーと称する）「熊

野ふれあい広場クローバー」（以下「クローバー」と称する）が開店したという情報を聞き、平成

18年に福山市山野町のスーパー「キラリやまの」の開店に関わった当時の経緯とどのような相違

があるのか調べてみたいと考えた。

過疎地で高齢化率が高い地域にある福山市農業協同組合（JA福両市）が運営しているスーパー

（以下「JAスーパー」と称する）が閉店し、その後その跡地に住民主体のスーパーを開店させた

1所属：軸1所掌経済′羊部　連絡先　084－936－2111
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地元住民によるスー／ト立ち上げについて－広島県福山市熊野町「クローバー」と福山市山野町「キラリやまの」のケースー

経緯や具体的な取組内容などを調査、比較してみたい。

まず福両市山野町と熊野町の位置関係を図1の福山市の町図で見てみたい。福山正山野町は福

山市の北部、熊野町は南部に位置している。どちらも山間部にある地域である。

図1　福山市の町図
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第1章　広島県福山市熊野町熊野の「熊野ふれあい広場クローバー」の立ち上げ

1－1広島県福山市熊野町の現状

広島県福山市熊野町は福I」両の南部に位置し、世帯数966戸、人。2，546人の町である（平成

25年7月末時点）。65歳以上の方は907人で高齢化率（65歳以上）35．6％となっており、福山市

の高齢化率平均25∴3％より10ポイントも高く、高齢者が多く過疎化が進んでいる地域と言える2。

この熊野町には、JAスーパーがあったが、平成21年に撤退しており、さらに平成24年3月には

町内一斉放送の廃止、町内の路線バス（花咲堂線）が廃止となった。そのため町内では今後熊野

町はどうなるのだろうという危機感を覚えたという。

2　福山市HP　人口統計httl）・／／、棚rWCllyfLlkuyamtLhiroshima．jI）／soshiki／JOhokanrl／24115．html
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地元住民によるスー′十マーケット掃出について一一鵬県福山市熊野町「熊野ふれあい広場ケ［－パー」と福山旧師「キラリやまの」のケ一十

1－2「熊野ふれあい広場クローバー」の設立経緯と開店までのスケジュール

このような状況の下、平成23年2月に町内会自治会役員を中心に「ふれあい広場」準備委員会

（名称：熊野ふれあい広場）を立ち上げ、lA福IJII庸員野支居スーパー跡地（281．6m2）を活用、「マ

テかど情報室」などを設置して住民が集うことができるスーパーを作ることにした。住民同士のふ

れあいやにぎわいの創出　コミュニティの創出等が可能となるサロンの機能を持ったものである。

参加者は　町内会l’南会役員や地元ボランティアの会、福i申子南部生渥学習センター、公民館、

さらには小′、揮交の児童等であり、平成23年4月中旬からば　設立準備会を立ち上げた。この会

には8名が参加し、5月中旬には名称を「熊野ふれあい広域クローバー」に決定し、ふれあい広

場構想を話し合った。その後地元スーパー「オンリーワン山手店」の協力のもと、仕入れ、販売

等のノウハウを営んでいる。さらに福向直の補助金申請（住民参加型施設等整備事業）等を行い、

運営資金も獲得することができた。立上げ期間は1年弱でじっくりと準備をして立ち上げをする

ことができている言う

表1「クローバー」の開店までのスケジュール
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出典：福山市南部生涯学習センター（2013）、「熊野ふれあい広場「クローバー」設立の流れ」を

もとに著者作成

一　参考：熊野町公民館館長インタヒュー並びに福山市南部萄厘学習センター（2013）、「熊野ふれあい広場「クロー

バー」設立の流れ」、福山市南部生涯学習センター（201：の、「施設立上げまでの経緯について等」、福山市南部生

涯学習センター（2（用－）、‾ピンチをチャンスに変える地域づくり　挑戦！わが町の取り組み」
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地元住民によるスーパー立ち上げについて－広島県福山市熊野町「クローバー」と福山市山野町「キラリやまの」のケースー

1－3「クローバー」の運営状況

「クローバー」の規模は　施設面積381．6mて∴　その内「ふれあい広場」は約451112である。

店舗時間は午前10時から午後6時、定休日は毎週日曜Lj、盆が8月15日と16FL　正月が12

月31日からlIi5日までである。

集客方法は、イベント開催、町面会への回覧、地元農家の特売品の設置などを行っている。さ

らに、直義25年3月からは、高齢者対象に注文を店頭で受付し、配達を行う事業を新規に始めてい

る）

町民の集う場としての「ふれあい広場」には、高齢富対象講座による町民のI仁一）た書や絵の作

品塵／ふ∴各種悟報の接示高二を行って、サロン的要素を導入している。

運営は、熊野公民鮪が行っており、委員会の開催やイベント・講座の全面、広報、関係機関と

の連携窓iIとしている（ノ　熊野公民館館長佐藤修民にインタビューを行い上　経緯を詳しく教えてい

ただいた。

特に「高齢者おでかけ支接事業」として、福ili両と地域が　高齢者が買い物をする際の支援が

できる活動を行っている。対象者は75歳以上の高齢者で　他に交通機関がなく自立で活動できる

葺で、運転手はボランティア、使用車両は福音1両からのリース車両（7人乗り）で年間の経費65

万円ほどを補助してもらっている。

平成25年度の利用者は約46．700人程（申年均約3．900人）で、売口ま43五万1－i（月平均360

万IIJ）となっている。利用音の範囲は熊野町、沼隈町、瀬戸町が主である。商品の調達は、地膚

品は地元の農家からの剛妾搬入、食研ま卸業者から、出目品は100円ショップ（株式会社ワゾソ）

からとなっている÷’。

運営方法は、理事会（理事長を葦頭に15人の理事）とスダソフ会（30人）を定期的に開催し、

運営を話し合っている。全員無給で働いており、税理士やレジ購入業者、さらには仕入れ業者等

の直門家からのアドハイスをもらっているという。

1インタビュー　熊野公民館館長「佐藤修凡平成2（章二4月Ilr上　6月10日、9月2日

5　参考‥熊野町公式館館長インタビュー－、並びに福山証南部生涯掌習センター（2013）、「熊野ふれあい広場「クロー

パ‾」設立の流れ」、福血満都生涯予習センター（2013）、「施設立上げまでの経緯について等」、福山市南部生

涯掌習センター（2013）、「ヒシテをチャンスに変える地域つくり　挑戦‖）が町の取り組み」
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地元住民によるスーパーマーケ小立ち上げについて一広島県福山市熊野町「熊野ふれあい広場クローバー．と福山市山野町「キラリやまの」のケース

図2　「クローバー」外観

出典：菅者撮影

十4　課題と今後の取り組み

課題は下記のように多く挙げられる。

売上では、月平均売上は360万円、採算ラインの350万日ぎりぎりとなっているため、非常に

厳しい運営状況であり、現在運営に携わっている人は、無給で働いてもらっているという。

今後の取り組み内容については　世代間の交流を図り、「道の駅」的機能を持った施設へ拡充、

さらには災′，即寺の備蓄機能、情報発信事業、宅配サービスの充実等を考えている。

特に、専門の経理担当者がいないため税理士事務所にお願いをしていることや、スタッフの高

齢化（平均年齢68歳）による後継者の育成を図るため、地元の専門知識を持つ若い方に協力をお

願いしているということである。

今後の取り組みについては　来居者のリピーターになってもらうための魅力づくり、地産品の

安定供給並びに熊野ならではの特色づくり、社会福祉法人「ゼノ」と協力してクッキー等の食品

の仕入れ等を検討している。
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地元住民によるスーパー立ち上げについて一広島県福山市熊野町「クローバー」と福山市山野町「キラi）やまの」のケース

表2　「クローバー」の運営状況

内容 

1開）、畠1j準傭 �ｴ俘)*ｦ鳴�当成2中主7月 

準備期間 ��8*佇��
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補助金 ��X�j����ﾅ韈ｹ�ﾙ9��騅(馼ｼh�b�

「高齢者おでかけ支援事業」65万ilj／年間 

他の助成 畑��5�F侭�ﾉ?�.h.儖YV冖8��ﾙu�,iW9┿OYV僭�ｯﾈ�ﾉw�,ﾔ､�X俑2�

射市場のl出帖は無料 

2活動拠点 ・施設 倡ｹ�ﾘ,ﾈｴｸ���施設面相∴∴∴∴鵠1．6IlT 

fii用方法 僮(�(�X*�,X*�*��x,ﾉ(hﾇ�5��

店舗の博聞　　　′I高10時～年後6時 

定休Ii‥毎週rl雌i上　盆（8／／15．16）、止月（12／31－1／／5） 

高鍋の集客確保 俘)~竟(-h,ﾉ�飄ｩ?ｩ�i[h,ﾘﾜ�:ｨ�9WB�

帥こよる広報・宣伝活動、町面会への回覧 

筋目でのイベント開催 

地元根家の他商品の販売 

ふれあい広場 ��騁�ﾙ$(�佝h�茯ﾋ駝ｨ麌�ｨ��&闔h�j����ｸ,ﾈﾗXﾜ�､ｨﾜ2�

おでかけ支援車の中継場所 

I一需硝伸二「いきいきサロン」の開設 

事務局 估inﾈﾏij���

役剖：運営委員会開催、イベント等の企画、関係機関との窓ll 

：う利用者特性 僣H�9���売上　　　　　1年間∴信3．481TIiJ（月平均3．623「円） 

と利用状況 刄激W通過人数　1年間∴16、695人（月平均3，891人） 

fi間者の範囲　　熊野町、沼隈町、淑子町、帖同人I 

ふれあしり去拐 貿亊H�(������������[ﾘｼ�駅��)�H��D霈����ﾂ�

平均滞砧時間　30分前後 
－1施設の運営 �阮8�8ｻR�管理方法　　　　理事会とスダソフ会を定期的開催 

・経営状況 刳ﾇ理者　　　　　理事長を筆頭に15人の理事 

スタッフ30人　無給 

専P鳴く∴∴∴∴経理：税理士の指導 

レジ部門：レジ鵬入業者からの指導 

i部品の陳列、Ii入れ：業者からの指鳶 

庸晶の調達方法 �&韃末ﾆ末���������&靈8,ﾉE�h*�.y+ﾉ�ｩL�?ﾂ�

食材　　　　　　卸業者からの仕入れ 

日用品　　　　100円ショップ（買取）、卸業者からの仕入れ 

活動・運営貸金 偬���ｸｼb�

5課題 i 佝�8�X��ｾ�ﾄｨ.��余裕のある資金繰りが必要 

ボランティアの補償（傷害保険、通勤費、給料等）の確保 

刷上経費　　　　電力費用等273千円 

サロンの運営、町民の要望と経営のずれ、専門の経理担当者不在 

商品 凅虻�(-h,ﾉj9|ﾘ,8*ﾘ.���8ｨ78�ｸ5��ｸ�｢�

地l淀品の安定供給（充実）及び熊野ならではの特色づくり 

療棄処分への対策 

後継者 �5�5�6(7h*ｩ9hｼ�驃緜俐�,H����ﾎ8ﾇ��(,ﾈ孜�ﾉTｹwb�

出典：福山市南部生涯学習センター（2013）、「施設立上げまでの経緯について等」をもとに著者

作成
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地元住民によるスーパー7－ケ互立ち冊について－I璃県福山市熊野町「熊野ふれあい広場クロー′十」と橋川帥野町‾キ訓やまの」のケース

第2章　広島県福山市山野町の「キラリやまの」のケース

2－1広島県福山市山野町の現状

広島県短日而山野町は、福ii両の北部に位置し、世帯数349戸、人11741人の町である（平成

25年7月末時点）。65歳以上の方は360人で高齢化率（65歳以上）は48．6％となっており、福

向直熊野町と同じく高齢者が多く、過疎化が進んでいる地域と言える。

2ゼ「キラリやまの」の設立経緯と開店までのスケジュール

福両市山野地区の住民は、平成18年2月にJ A福山南山野文庫が廃」上となることを聞き、この

山野町にはスーパーがl軒もなく隣の加茂町まで約10kmも離れているため、買い物するのにか

なり不便だと危機感を暮らせた。

そこで、平成18年3月にはJA女性部役員が申し、となってボランティアで店の運営をしようと

立ち上がった。その後5月下旬には福両市の補助金　目高ii市提案型まちづくり事業」と「ふくや

まの魅力づくり事業」に応暮して、7月には100万円の補助金を獲得する。

その剛　福Ilir両三億の起業セミナーの受講、JA山野文庫との協議、商品確保のための業者と

の協議、居鮒の改築、補助金によるレジの購入、チラシの作成等多くの作業を行い、8月6日にはスー

パー「キラリやまの」（以下「キラリやまの」と称する）を聞店をした。準備期間は5か月と非常

に短い期間で立ち上げており、かなり大変だったということである。

当時、笹者は福山直の起業セミナーの一緒師をしており、JA女性部役員の方達が受講生となっ

ていたため全面的に協力を行ったが、非常に危機感を持って開店準備に取り掛かっていた。
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地元住民によるスーパー立ち上げについて一広島県福山市熊野町「クロー／主」と福山市山野町「キラリやまの」のケース

表3　「キラリやまの」の開店までのスケジュール
時期 平成18年 剄�11 佰ﾈ����6ﾙvR�

2月 �� 兌ﾙ�ﾃ���ニ3月未で、「A山野＿如居の食料店舗（グ＿）一ン中野）の麗lLが決定したことを知る 

3月 �#i?｢�／ゝ／ヽ －L：ii 筈�,fﾆ��民のグリーン山野店の居舗継続について協議 

：〕十　日 刄Oリーン 末冢ﾈ,ﾉ�閲���*ｩ¥(ｸ��

■／1月 �(���貽��／ゝノヽ ∴∴†† 傚y�ｸﾎ｢�員他が集まり存続について会合、JAより店舗の借用する承諾を得る 

十二日 �7x6ﾘ�ﾈ�B��h�8��鳴�会長宅 

5月 ��X���X���へ／ゝ ムIl 僞�h5ｨ985��ｲ�

16日 �7x6ﾘ-b��H+X+��X�R�日日ii野支I占 剴�ﾆ女性部員等が集合。JA女性部を中心に、店の運営をホ子方I7で立ち上げ 

26ri �-h�ｨ耳�"��8��+S��高向両提案埋ま†ぅづくり事業「ふくやまの魅力づくり事業」の補助金について相談する 

29tI �-h��7r�8��ﾘ5"�レンら善人について 

Slti �-h������H+X���X�R�紳助金申請等 � 

（うり 傀偸ｸ�店���｢�へ／＼勺「 ⊥÷「「、手 �4�8ｨ�ｸ98�2��,�,HﾊH�8��ﾚ�ﾎ8,ﾈ竧.��x-ﾘ,�,(*(,H��lｩmｨ�8皦ﾜ8,ﾈｴ霈h5ｨ7�6��ｹ�ﾈ+Xﾙ�-ﾒ�

中旬（（1回） ��y9��短iii直各所　上目＼福山証等）へ訪問、約50人が協力者として登録、傭一品等の打ち合わせ 

下旬（7回） ��y9��良品衛生責作者養成講習会受講、起業セミナー受講（8人）、今後の打合せ、セミナーー受講 

2611　両Ll詰 劍e間のますづくり謀より1次審査通過の結果を受け取る 

7月 傀偸ｸ�度���｢�∠ゝ／ヽ∧予二 ．しこil＼手 ��h����X-8*ﾘ.(-ﾈ,ﾉj9|ﾘ,8*ﾘ.磯hｼh�h,ﾃ(鴿�(ﾛ���佰h傾7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x98�｢�

面白税務署訪 剔w指導・町子、セミナ・－受講、各係配置決め 

中旬（t）回） 畔+�迄��薰�バック十一一トの片づけ、省係配置決め、居舗棚もらい受出　席舗レイアウト、食器等購入 

I，常店舗 兢��一際、農産物出荷関係者との打ち合わせ 

下旬（5回） ��������(���2�7���薄ﾂ�捕虜骨品i－ �?ﾂ�により暗細ノi証に、町両会長を通じて仕LUこ協賛金を呼びかけろ 

iIJ旧品目 冰8�(���ﾘﾝ伊���淫IV�,)��?ｨ��,ﾙ�H��､､亳ﾈ6���8�99GｩW｢�

レンズダー練 凵u習、精i柄主文等 

食品衛′ 俥ﾈ�(,ﾈ��ｦ�/�靖;�+x.���ｷ飴傀ｨ,ﾈ轌;�/��8*�.����8ｼhｶy(fﾈ/�ｭI%���.��

居館を　－ �8�8ｨ.(-ﾈ,ﾆ�,ikﾙkﾈ+x.��

8月 ��-cY?｢�へ合等 ∴∴l： 僞�兒��i者との「杭私　剛高二向けての準備、梢肉陳列 

6iI 侭[xﾌ2�閉居 

出典：冊Il美枝子（2006）．「キラリやまの」の開店までのスケジュール」をもとに著者作成

2－3「キラリやまの」の運営状況

「キラリやまの」の規榔ま施設面積75m2で、熊醐丁の「クローバー」にある「ふれあい広場」

はない。店舗時間ば†詳9時から牛後6時、定休即ま毎週土・日曜日、給が8月14日から17H

まで　正月が12月29日から1月10日までとなっている。

集客方法は　地元農家の特売品の設置や高齢者への宅配などを行っている。さらにスダソフに

よる惣菜、弁、当販売は　近隣からの注文が多く、非常に好評である。

事務局は、「キラリやまの」の事務室に置いてあり、販売は数名が当番制で担当している。

また、熊野町と同じく「高齢者おでかけ支援事業」として、福山向と地域が、高齢者が買い物

をする際の支援ができる活動を行っている。

平成25年度の利用者は約1，500人桂（月、†均約125人）で、売上は25百万日（月、†均210万円）

となっており、葬儀関係や惣菜、弁当の販売がかなり多いようである。閉居後の平成18年12月

末での売り上げは、11・8回方円で利紬ま280川口となっていた。当時はJA福山市が家賃1年問

と電気代半年分月10万円を負担していたが、現在では電気代が2年前から6万円となっている。

また税理士費用は2年前までは無料であったが、税理上が死去されたため、現在は別の税理士と

年36万円で顧問契約をしているという。
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地元住民によるスーパーマーケット立ち上げについて一広島県福山市熊野町「熊野ふれあい広場クローバー」と福山市山野町「キラリやまの」のケースー

利用者の範囲は山野町が主である。商品の調達は、地産品は地元の農家からの直接搬入、食材

や日用品は卸業者からとなっている。

運営方法は、地元女性会のボランティア中心で、管理者は門田美枝子氏以下5人、スタッフは

25名である。平均年齢は68歳で、時給300円で働いている。レジ購入業者や仕入れ業者等の専

門家からのアドバイスをもらっている。

図3　「キラリやまの」外観

出典：著者撮影

2－4　課題と今後の取り組み

課題は以下のようである。

「キラリやまの」は設立後8年以上経っているが、当時と比べて地域の高齢化が進み、ここ5年

間で120人ほど亡くなったという。そのため売上がかなり減少したとのことであった。

またスタッフは時給300円で運営を手伝ってもらっているが、厳しい状況である。「JA福山市

の援助でなんとかもっているようなものです」と言っていた。

今後の取り組みについては、惣菜、弁当は非常に好評で、今後も売り上げを伸ばしたいと考え

ているが、人手が足らず、厳しいということであった。
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地元住民によるスーパー立ち上げについて－広島県福山市熊野町「クローバー」と福山市山野町「キラリやまの」のケース

表4　「キラリやまの」の運営状況

内容 

l閑居前準備 丶ｩ5葦ｦ亦�平成18年8月 

準備期圃 店*佇��

きっかけ �?ｦ悠Y�迄�8�)nﾈ迚5�5��ｸ7��ｸ,ﾉ¥(ﾛﾒ�

準備団体 筈�Y�&俔�?ｩnﾈ迚5飲y�ｹYB�

補助金 ��Xﾘ)~竟(*�,X*�*��x馼ｼh�ccYiﾈ苓�颯隴B�

（当初、「福山市提案型まちづくり事業」100万円／1回 

「ふくやまの魅力づくり事業」） 

他の助成 筈�Y�几ﾈ,�.h.�i,�k9{�,i6Hｴ9�3iiﾃ���h�僖隴H�c)D���*�.x�｢�

（当初、JJlt福山市による家賃1年間と電気代半年分月10万円無料） 

親卓場の借用は無料 

税理上費用は36万円／年・・2年前まで無料（税理士が死去） 
2活動拠点 ・施設 倡ｹ�ﾘ,ﾈｴｹlﾒ�施設「酷積　　　　751112 

利用方法 曝ﾘ)>x,ﾈ鳧ｭH������[ﾙ?ｨ�c倬����h鳧��7��T��XﾝX.��hｷ�-ﾒ�

（最初は平日9時～18時、土・Hは8時～12時） 

定休日　　　　　なし（止月12／29－1／10）、盆（8／1／4－17） 

（最初は毎週水瞑目） 

店舗の集客確保 俘)~竟(-h,ﾉ�飄ｨ�i(ﾙ[h,ﾙ6I�(�9WB�

スタッフによる惣菜、弁当販売（好評で近隣から注文多い） 

地元農家の地産晶の販売 

ふれあい広場 �,�+R�

事務局 ��X4ﾈ8�8ｨ.(-ﾈ,ﾈ�h,ﾈ駟k���

3利用者特性 僣H�99��売上　　　　　1年間‥25．000千LIj（月平均2．100千「1） 

と利用状況 凵i以前は50．000千円（月4．200千円程度） 

レジ通過人数　1年間：1，500人（月平均125人程度） 

利用者の範囲　　山野町 

4施設の運営 �阮8�8ｻR�管理方法　　　　地元女性会のボランティア 

・経営状況 刳ﾇ理者　　　　　門出美枝子代表以下5人（カギ当番） 

スタッフ　　　　スタッフ25人（以前は40人）　300円／時間 

平均年齢68歳、全員女性 

専門家（当初）　レジ部門：レジ購入業者からの指導 

商品の陳列、仕入れ：業者からの指導 

※現任は、自分達で実施、視察等も行う 

商品の調達方法 �&韃儼�����������&靈8,ﾉE�h*�.ylｩ�ｩL�?ﾂ�

食材　　　　　　卸業者からの仕入れ 

日用品　　　　　卸業者からの仕入れ 

活動・運営資金 俾�5ﾘ鋹��ｼb�

5課題 倬�ｾ�ﾄｨ.��スタッフは報酬300円／時でしてもらっているが　厳しい。 

JA福両市の援助でなんとかしているようなものである。 

商品 ��俤���]�9h,ﾙO��ﾘ,儘IUﾘ,YHH�8/��ﾈ,�+X+ﾘ*(*ｨ���ﾈ訷*ｩ�ｸ.x,�*"�

経営、後継者 俘)~�,Xﾎ8ﾇ��(/�ﾊ�,(*�,H*(.�*ｨ��処*ｸ�8*�.�,hﾋ�,�,H*(,�*(�"�

ここ5年間で　よく利用する方が120人程度亡くなり、売上減少。 

出典：門田美枝子氏インタビューをもとに著者作成

第3章「クローバー」と「キラリやまの」の比較

3－1「クローバー」と「キラリやまの」の比較について

福山市熊野町「クローバー」と福山市「キラリやまの」の比較をしてみたが、下記のようになっ

ている。

（1）開店前準備

きっかけは　どちらも過疎地で高齢化率が高いため、JA福山市の店舗の閉鎖により買い物難
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地元住民によるスーパーマーケット立ち出について－広島則副南熊獅子「熊野ふれあい広場クローバー＿と福山市山野町「キラリやまの」のケーナ－

民が発生することにより、スーパーを剛苦しようということになったものである。開店期日は、「ク

ローバー」は平成24年7月、「キラリやまの」は平成18年2月となっており、「クローバー」は

「キラリやまの」の6年後に聞古をしている。準備期間は「クローバー」は13か月と長くかける

ことができたが、「キラリやまの」は5か11とかなり大変だったようである。

準備団体は、「キラリやまの」はJA福山市の女性部が主体であったが、「クローバー」は地元

の自治会連合会等である。「キラリやまの」は男性の堪解を得ることが難しく、スーパーの運営経

験もないまま、主婦が実施主体となったものであるが、「クローバー」は自治会連合会が主体で、

公民館や小学校など地域合体の協力を得て実施している。「クローバー」のほうが地域全体で支え

られているものと考える。

補助金はどちらも福1回iから得ており、スーパーを運営していくためには必要なものである。

さらにJA福山ITrからかなりの補助を受けているが、地域住民のためにJ A福山市は補助をして

いるものと考える。

（2）活動拠点・施設

敷地面積は「クローバー」のほうが「キラリやまの」より5倍も大きく、そのために地元住民

のための「いきいきサロン」を店舗の中に設けて、憩いの場をつくることができている。

店舗の開店時剛ま、どちらも同じようであるが「クローバー」のほうが若干休みが少ないよう

である。

（3）利用状況

販売、売上状況は、どちらも地元農家の地産品の販売をしていること、さらに高齢者向けに宅

配業務を行い、高齢者への利個性を追求していることは同じであるが「キラリやまの」の方が、

葬儀関係や惣菜、弁、11の販売がかなり多く、貢献している。しかし今後地域の人や常連客、さら

にはスタッフの減少などで売上を伸ばすのは厳しいようである。

（4）運営状況

スタッフ人数はどちらも30人から40人と同じであるが、「クローバー」は無給、「キラリやまの」

は時給300円で仕事をしている。今後両スーパーとも、できるだけ早い時期に報酬が多く出るよ

うにしなければといけないと言っていた。

後継者はどちらも高齢となっている。しかし「クローバー」の方は自治会連合会や公民館で支

えているため、後継者は今後も継続できるが「キラリやまの」の方は代表である門田氏の後が現

状ではいなく、さらにスタッフも徐々に少なくなってきているという。今後はかなり厳しい状況

のようである。
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地元住民によるスー／仁一立ち上げについて－広島県福山市熊野町「クローバー」と福山市山野町「キラリやまの」のケース一一

表5　「クローバー」と「キラリやまの」の運営状況等の比較
lJ　I＼＼－ ��

日か月 ��X�����

毒し 

事筋局 �� 

なし 

管理方法∴∴∴　理事三と‾′夕i‾／全を定期的開催 ��

軸“様（当初　し－シ詰問目し／賦）、業桁∴ui）杵単 

後縦宵 �� 

出典：福山市南部生涯学習センター（2013）、「施設立上げまでの経緯について等」と門田美枝子

氏インタビューをもとに著者作成
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地元住民はるスーパーマーケット立ち上げについて－広島県福山臓野町「熊野ふれあい広場クローバー」と福山佃野町「キラリやまの」のケースー

3－2　地元住民主体のスーパー取り組みについて

広島県福山市では　地元住民主体のスーパー取り組みはまだ2つのケースしかないが、過疎地

で高齢化率の高い地域では、スーパーがなくなった場合、日常の買い物に非常に困ることとなる。

今回の2つのケースで見たところ、地元住民からの取り組み意思により、店員はボランティアで、

補助金を受けながら活動していることが分かった。利益が伴わない地域でスーパーが撤退をした

場所に、新たにスーパーを開設しているため、利春よりもまずは住民の利便性を追求しているわ

けである。しかし、このまま利益を追求せずにボランティアで継続することば　地域住民の熱意

と継続性に問題が牛じることになるかもしれない。

さらに地域住民の高齢化が今後ますます進むと、スーパーそのものの存在が危ういものになる

可能性が高いと思われる。

おわりに

今回の2つのスーパーの取り組み囚容を比較した結果、開店前の準備段階、活動拠点、利用状況、

経営状況等で比較検討した結果、経緯は同じようでありながら、違う点も多くあることがよく分

かった。

地域の中でスーパーがなくなり、買い物をすることができなくなるという危機感から地元住民

主体のスーパーができたが、今後もこのような取り組みは増加するものと思われる。そのため今

回の論文はそういった地域で取り組む参考になればと考える。
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